
みらい館ＨＰ

【お問合せ】いわき震災伝承みらい館

　　　　　 TEL：0246-38-4894 / FAX：0246-38-4895

写真

体験型展示
妖怪によって起こされた様々なイタ

ズラや怪異を、皆さんで元に戻して

ください　 新たな発見があるかも…？

 

 

民話講演
いわき市で活躍する民話の語り部に、日本各地に伝わる

災害にまつわる民話や伝説を語っていただきます。

いわき市で活躍する民話の語り部に、日本各地に伝わる

災害にまつわる民話や伝説を語っていただきます。

日　時：令和８年２月22日 (日 )14：00～ 15：00

場　所：当館 多目的学習室

語り手：広沢 和子 氏 (いわき民話の会)

演　目：蛇岸淵、孫左ェ門の話、

　　　　作の観音様 他

定　員：30名　※申込み不要

聴講
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パネル展示
全国各地の災害にまつわる怪異や

言い伝え、伝説等を紹介するパネル

を展示します。

災害と怪異にはどんな関係が…？

 

 
 

観音様 

 むかし、正月 7日に利兵衛という漁師が磯で魚を 

釣っていると、どこからか 

「利兵衛あがれ、利兵衛あがれ」という声が聞こえてきました。 

利兵衛が戸惑っていると、再び 

「利兵衛あがれっ」という声がしたので、ふしぎに思いながら漁を引き上げて

戻った途端、津波がやってきました。 

 利兵衛に声をかけたのは、足の白い馬に乗った「作の観音様」でした。不

思議なことに、その馬の足元までしか津波は来ず、利兵衛は命拾いをすること

ができました。 

 村では、白い馬は観音様の乗り物なので、飼ってはならないと言い伝えられ

たとのことです。 

佐藤孝徳編著 「むかしあったんだっち」抜粋 

伝説の周辺 

＜作の観音と津波＞      

＞ 

いわき市平沼ノ内にある中田横穴の向かいに、磐城三十三観音の 18番目の
沼ノ内観音、別名「作の観音様」が鎮座しています。 
昔、豊間地区では、かつて 1月 7日にこの地区を津波が襲ったことから、そ

の日を「船止め」にして、漁に出ないことにしていました。 
寛政 5年（1793）1月 7日に仙台沖で発生したM7～８の寛政地震では、三

陸地方を中心に最大 5mの津波が発生し、40人以上の死者が発生しました。磐
城地方でも、震度 4の地震に次いで、3m程度の津波が発生したものと推測さ
れています。この地震の経験から、豊間地区では、「地震が来たら何も持たずに
高いところに逃げろ」と語り継いできました。 
 この話は、難を逃れた漁民の経験が、地域の信仰 
を集めていた作の観音様の起こした奇跡として伝説 
に昇華したものと考えられます。 
 令和５年、いわき短期大学の学生たちが、この話 
をもとに、津波の恐ろしさを伝える紙芝居を制作、 
本館や小名浜イオンで開催された防災イベントなど 
で講演し好評を博しました。地域の素朴な昔話が、 
学生の感性で、若者や子供にも訴える物語として 
蘇りました。 
 
 

 

いわき短大の学生が制作した紙芝居 

 

（かんのんさま） 

  

 

 
 

波小僧 

伝説の周辺 

＜遠州七不思議-波小僧＞ 

「波小僧」は、我が子を思う母親の魂が乗り移って泣く「夜泣き石」や、徳川家
康の居城、駿府城に運ばれたソテツが故郷を偲んで泣く「能満寺のそてつ」など、
静岡県地方の事物に題材をとって伝えられてきた「遠州七不思議」の一つに数え
られています。 
波小僧の話は一様ではなく、浜松市のある地域で伝わる伝承では、田植えを
していた少年が親指大の波小僧を見つけるところから始まります。 
「大雨の日に海から遊びに来たのはいいが、このところの日照り続きで帰れな
くなってしまいました」 
という波小僧を海に返してやると、これからは、お礼に雨が降る前に波の音
で知らせてあげますといって帰って行くという話になっています。 
どちらの話も、「波小僧」が、波の音を使って助けてくれた人間に恩返しをする
という点が共通しています。 
 遠州地方（現在の静岡県西部地方）では、昔から「雷三里、波七里」 
といわれ、海岸から遠い内陸でも海鳴りの音が聞こえたとさ 
れています。そして、この地域では概ね、波音が東から聞こ 
えれば雨、西から聞こえると晴れと伝えられて来ました。※ 

 自然とともに生きた昔の住民の知恵が、擬人化されたもの 
が「波小僧」だったのではないかと考えられます。  

         ※兼古勝史「遠州灘の海鳴り伝承の実態報告」より抜粋 

 

静岡県御前崎市にある波小僧像 

 

（なみこぞう） 

 

  奈良時代のこと、遠州灘（遠州灘静岡県御前崎～愛知県伊良湖岬までの海域）に面した浜で
は、漁師たちが地引網で魚を取って暮らしていました。 
 不漁が続いたある日、網を引き揚げると真っ黒な小僧が網にかかっていました。
漁師たちは気味悪がり殺してしまおうとすると、小僧が口を開いて、 
「私は、海の底に住んでいる波小僧というものです。どうか命だけは助けてくださ
い。その代わり、ご恩返しに海が荒れたり、風が強くなる日には、きっと海の底か
ら、太鼓を打ち鳴らしてお知らせしますから」 
といったので、海に返してやることにしました。それ以来、その地方では、天気の
変わり目を知らせる波の音がするようになったということです。 
 波小僧は、大仏造営にも尽力して、民衆の支持を集めた高僧、行基が田植えをさ
せるために拵えた藁人形の一体が、浜に流れ着いたものだとも伝えられています。 
 

  

みらい館内に散らばった
キーワードを探して集める
謎解きクイズもあります！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災博士の伝承太郎じゃ。展示室に隠した、わしのメッセージが見つけられるかな。 

展示室のいろんなところかくれているモンスターを探して、そのことばを順番に並べる

とメッセージができあがるぞ。 

 この部屋のパネルにヒントがあるぞ。それでは、がんばってくれたまえ！ 

 

 

、「災害と怪異」シールをプレゼントじゃ！ 展示室に GO！ 

    
１ 

ネコのようなヒゲがある、地面の下にいて、地震を起こす恐ろしい魚じゃ。 
  

 

最初の問題 次の、モンスターは、なにかな？ 

モンスターの名前は              

    ２番目の問題 次のモンスターは、なにかな？ 

モンスターの名前は             
お酒が大好き。そんなに頭がたくさんあって、けんかにならないのかな？  
 

    

 

２ 

３ ３番目の問題 次のモンスターは、なにかな？ 

山と里と海で三千年ずつ生きると、竜になるんじゃ。 
  

 
モンスターの名前は             

    

    

４ ４番目の問題 次のモンスターは、なにかな？ 

  
  

 

５番目の問題 次のモンスターは、なにかな？ ５ 

海の方から、美しい声が聞こえてきたぞ。だれの声じゃろう？  
 モンスターの名前は            

顔は怖いが、かもめに姿を変えて、船を守ってくれたのじゃ。 
  

 
モンスターの名前は             

★「伝承博士」のメッセージは★  問題の順番に文字をいれてメッセージを完成しよう！ 

 

 

 

謎解き・みらい館クイズ 
災害と怪異展  

 

 

 

 

１ 初めに、問題に答えて、モンスターの名前を当てよう。 

２ 展示室に、モンスター探しの冒険に出発だ！ 

 ・ 展示室を時計回りに見学しながら、うえの問題のモンスターの絵を探そう。 
・ モンスターが話している言葉を順番にならべると、「伝承博士」のメッセージが分かるよ。 
・ 関係のないモンスターもいるので、だまされないでね。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ナマズ 

 

 

波小僧 

 

 

法螺貝 

 

 

天狗 

 

 

なえ 

 

 

 

白髭水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

人面魚 

 

 

大蛇 

 

 

 

ホトトギス 

 

 

観音様

大蛇 

 

 

ヤマタノオロチ 

 

 

 

人魚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

人面魚 

 

 

大蛇 

 

 

 

ホトトギス 

 

 

観音様

大蛇 

 

 

ヤマタノオロチ 

 

 

 

人魚 

正解者には、企画展
オリジナルシールを
差し上げます！
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伝説の周辺 

「波小僧」は、我が子を思う母親の魂が乗り移って泣く「夜泣き石」や、徳川家
康の居城、駿府城に運ばれたソテツが故郷を偲んで泣く「能満寺のそてつ」など、
静岡県地方の事物に題材をとって伝えられてきた「遠州七不思議」の一つに数え
られています。 
波小僧の話は一様ではなく、浜松市のある地域で伝わる伝承では、田植えを
していた少年が親指大の波小僧を見つけるところから始まります。 
「大雨の日に海から遊びに来たのはいいが、このところの日照り続きで帰れな
くなってしまいました」 
という波小僧を海に返してやると、これからは、お礼に雨が降る前に波の音
で知らせてあげますといって帰って行くという話になっています。 
どちらの話も、「波小僧」が、波の音を使って助けてくれた人間に恩返しをする
という点が共通しています。 
 遠州地方（現在の静岡県西部地方）では、昔から「雷三里、波七里」 
といわれ、海岸から遠い内陸でも海鳴りの音が聞こえたとさ 
れています。そして、この地域では概ね、波音が東から聞こ 
えれば雨、西から聞こえると晴れと伝えられて来ました。※ 

 自然とともに生きた昔の住民の知恵が、擬人化されたもの 
が「波小僧」だったのではないかと考えられます。  

         ※兼古勝史「遠州灘の海鳴り伝承の実態報告」より抜粋 

 

静岡県御前崎市にある波小僧像 

 

（なみこぞう） 
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広沢 和子 氏


